
「道の駅」を活用した次世代自動車普及促進ＷＴ

【設置例】「おびら鰊番屋」

活動
○設置意義等の普及啓発及び相談対応や、整備事例、活用可能な国の補助金の
情報提供等に取り組む。

目的
○次世代自動車の普及を促進させるため、道の駅設置者である市町村や道の駅管理
者と連携し、「道の駅」に急速EV充電施設の設置を目指す。
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